






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 9 7 6 5 4 3 2 1
在
原
し
げ
は
る
小
野
小
町
藤
原
敏
行
伊
勢
僧
正
遍
昭
壬
生
忠
岑
素
性
法
師
業
平
紀友
則
紀
貫
之
4
首
6
首
7
首
7
首
8
首
10
首
11
首
13
首
14
首
26
首
上
の
表
に
よ
る
と
、
一
位
は
紀
貫
之
で
二
十
六
首
、
群
を
抜
い
て
多
い
。
(『古
今
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
貫
之
の
和
歌
は
全
歌
人
の
中
で
も
一
番
多
い
)
六
歌
仙
(業
平
・
僧
正
遍
昭
・
小
野
小
町
)
が
三
人
、
十
位
内
に
お
り
、
そ
の
中
で
も
、
業
平
は
特
に
十
三
首
と
、
第
三
位
に
入
っ
て
い
る
。
二
位
の
紀
友
則
、
五
位
の
壬
生
忠
岑
は
共
に
選
者
で
あ
る
。
『古
今
和
歌
集
註
』
の
現
存
本
、
全
体
を
み
て
み
る
と
、
他
に
一
首
ず
つ
も
含
め
、
五
十
三
名
、
読
人
不
知
は
=
一五
首
で
あ
る
。
読
人
不
知
は
一
般
に
『万
葉
集
』
の
詠
風
と
『古
今
集
』
の
詠
風
の
問
に
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
『万
葉
集
』
の
詠
風
に
近
い
。
教
長
が
三
一
八
首
の
内
、
約
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
=
一五
首
も
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、
『古
今
集
』
全
体
の
読
人
不
知
歌
の
割
合
と
呼
応
す
る
に
し
て
も
、
注
目
さ
れ
る
。
顕
昭
の
『古
今
和
歌
集
註
』
と
の
関
係
教
長
の
後
、
同
じ
く
守
覚
法
親
王
に
『古
今
集
』
を
講
義
し
た
の
は
顕
昭
(
一
=
二
〇
年
頃
～
一
二
〇
九
年
頃
)
で
あ
る
。
顕
昭
は
六
藤
原
教
長
論
(西
村
)
八
三
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
八
四
条
家
の
清
輔
の
後
を
継
ぐ
歌
人
で
、
御
子
左
家
と
対
立
し
た
先
鋒
と
し
て
知
ら
れ
る
。
顕
昭
の
『古
今
和
歌
集
註
』
の
巻
第
二
十
に
次
の
奥
書
が
あ
る
。
文
治
元
年
十
一
月
十
七
日
、
古
今
一
部
、
依
梁
園
教
命
一、
勘
注
了
、
大
略
釋
二
奥
義
外
歌
一、
先
レ是
宰
相
入
道
雛
笳
獺
鼬
、
被
二注
釈
}、
腸
二
件
本
一加
二
披
閲
一、
糺
二
邪
正
一、
仍
多
引
二
載
彼
抄
一而
己
重
賜
全
部
差
聲
顕
昭
こ
れ
に
よ
る
と
、
顕
昭
は
教
長
の
講
録
を
親
王
よ
り
見
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
草
稿
を
訂
正
し
、
親
王
に
献
上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
顕
昭
の
注
釈
し
た
和
歌
を
私
な
り
に
検
索
し
た
結
果
を
次
の
表
に
記
す
。
巻
数
部
立
歌
番号
(
新編
国歌
大観
番号
)
太
字
は
教
長
と
共
通
歌
数
共
通
巻
一
春
上
5
・
9
・
13
・
15
・
17
・
20
・
25
・
27
・
28
・
31
・
39
・
45
・
47
・
50
・
51
・
5
・
58
・
61
・
62
・
68
20
12
巻
二
春
下
69
・
72
・
73
・
75
・
7
・
80
・
82
・
84
・
94
・
97
・
噸
・
㎜
・
珊
畆
血
15
0
巻
三
夏
4
°
48
°
50
°
52
°
騒
゜
56
°
61
°
651
8
M
巻
四
秋
上
η
゜
75
°
7
°
91
°
%
°
04
°
09
°
10
°
10
°
17
°
18
°
19
°
20
°
勿
゜
43
°
4612
15
m
巻
五
秋
下
52
°
留
゜
75
°
7
°
82
°
83
°
85
°
94
°
9
°
06
°
07
°
08
°
09
°
12
°
13NM
15
5
巻
六
冬
14
°
17
°
18
°
20
°
21
°
26
°
34M
7
,-
-
　
巻
七
賀
43
°
4
°
46
°
48
°
49
°
503う」
6
4
巻
八
離
別
獅
・
靄
・
鸛
・
蹴
・
緲
・
鯤
6
5
巻
九
羈
旅
輔
・
絣
・
憫
・
㎝川
・
網
・
靭
・
翊
7
5
巻
十
物
名
魏
・
咽
・
価
・
切
・
轍
・
鰯
・
岬
・
鞭
・
姐
・
輔
・
岬
・
輔
・
輔
・
姻
・
姐
・
靭
.
娚
.
靭
.
嫂
.
柵
.じ【」6・月「4
M2
0
01
巻
十
恋
齠
・
翩
・
燗
・
姻
・
儒
・
們
・
鰯
・
娚
・
㎜
・
鸚
・
鰯
・
靭
・
螂
・
硼
・
弸
・
猫
.
鵬
.
脚
.
晒
.
鵬
.絣・㎜州馴鶴网弸矧
72
8
.-
-
,
巻
十
二
恋
一
鵬
・
鵬
・
弸
・
脳
・
晒
・
絣
・
珊
・
軅
・
珊
・
珊
・
鰯
・
謝
・
鵬
・
㎜捌
.
刪
51
8
1
巻十
=
恋
=
岬㎝
・
謝
・
硼
・
棚
・
鰤
・
讎
・
鰤
・
晒
・
鵬
・
鵬
・
旃
・
矚
・
㎜
∵
鰡
・
鮒
・
備
.
㎝
.
膈
81
9
巻十
四
恋
四
旃
・
砌
・
脳
・
㎜
・
川
・
麗
・
鵬
・
姻
・
窩
・
川
・
η
・
珊
・
泌
・
泌
・
燭
.
駕
.
襴
.
襴
81
21
巻
十
五
恋
五
η
・
鶸
・
耐
・
鵬
・
酌
・
窺
・
刪
・
黼
・
窩
・
劭
・
刪
・
鵬
・
脚
・
㎜
・
嬲
・
蹴
.
軅
.
躅
.
師
.
跚
.9-2371°●・80Q
52
81
巻
十
六
哀
傷
跏
・
脇
・
洲
・
躅
・
躅
・
㎝
・
晒
・
脚
・
跚
・
讎
01
7
巻
十
七
雑
上
跚
・
躍
・
晒
・
跚
・
嬲
・
脚
・
訓
・
跚
・
脳
・
跚
・
脚
・
朧
・
晒
・
躅
・
勸
・
蹴
・
脳
.
鯉
.
鵬
.
蠅
.餅・㎝川兜脳鵬%叨蜘
92
61
巻
十
八
雑
下
鵬
・
鰻
・
鰯
・
嬲
・
脚
・
蜘
・
脳
・
囎
・
鰯
・
嬲
・
蚓
・
弸
・
鰯
・
鰯
・
螂
・
蜘
・
鵬
.
脳
.
鰯
.
噺
O2
0
,-
,
巻
十
九
雑
体
㎜
・
㎜
・
㎜
・
跏
・
㎜
・
㎜
・
㎜
・
㎜
・
脳
・
価
・
㎜
・
㎜
・
刪
・
㎜
・
卿
・
㎜
・
聰
・
㎜
81
1
巻一
十
大
歌
所御歌
㎜
・
㎜
・
㎜
・
㎜
・
㎜
・
聰
・
㎜
・
㎜
・
㎜
・
鯤
・
㎜
・
㎜
・
㎜
・
㎜
・
鯉
・
脳
・
莇
・
㎜
・
㎜
.
㎜
02
01
計
2M
50
.-
,
次
に
、
教
長
と
顕
昭
と
の
『古
今
和
歌
集
註
』
に
お
け
る
比
較
を
表
に
記
し
て
み
る
。
藤
原
教
長
論
(西
村
)
八
五
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
巻
数
部
立
教
長
顕
昭
共
通
%
1
春
上
19
20
12
60
2
春
下
18
15
.
-
　
73
M
夏
5
8
M
37
4
秋
上
.
-
-,
15
m
20
5
秋
下
9
15
5
m
6
冬
M
7
1
14
7
賀
7
6
4
6
8
離
別
18
6
5
M
9
羈
旅
7
7
5
71
0
物
名
25
23
18
聡
H
恋
一
24
27
18
6
12
恋
二
17
15
8
53
m
恋
三
14
18
9
50
14
恋
四
c　
,
-
,
12
6
15
恋
五
34
25
18
72
16
哀
傷
12
0
7
70
17
雑
上
2
29
16
5
18
雑
下
15
20
0
50
19
雑
体
M.-i
18
1
61
20
大
歌
所
御
歌
17
20
0
50
計
鎚
首
謝
首
爛
首
57
%
八
六
右
の
表
に
よ
る
と
、
顕
昭
は
三
百
二
十
二
首
を
注
釈
し
、
教
長
と
の
共
通
和
歌
は
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
教
長
と
顕
昭
と
の
共
通
歌
の
比
較
顕
昭
の
『古
今
和
歌
集
註
』
に
お
け
る
、
教
長
の
註
と
の
関
係
に
お
い
て
、
だ
い
た
い
次
の
四
つ
の
④
か
ら
⑪
ま
で
に
分
類
で
き
る
。
④
群
…
…
教
長
の
注
を
そ
の
ま
ま
引
用
⑬
群
…
…
教
長
の
注
を
肯
定
、
発
展
◎
群
…
…
教
長
の
注
を
否
定
⑪
群
…
…
教
長
の
注
の
方
が
い
い
と
思
わ
れ
る
も
の
④
*
歌
番
号
は
新
編
国
大
観
番
号
顕
昭
の
『古
今
集
註
』
は
『続
々
群
書
類
従
本
』
に
よ
る
教
長
註
顕
昭
註
歌
番
号
O
イ
ヵ
、・
サ
キ
コ
レ
ハ
ミ
ヅ
ウ
ミ
ニ
バ
ベ
ル
サ
キ
ナ
リ。
教
長卿
云
ミ
ヅ
ウ
ミ
ニ
ア
ル
サ
キ
ナ
リ
蜥
②
「
サ
・
ノ
ハ
ノ
サ
ヤ
グ
ハ
、
サ
ラ
く
ト
ナ
ル
ト
、
教
長
卿
ハ
注
セ
リ
。
」
サ
・
ノ
ハ
ノ
サ
ヤ
グ
ハ
サ
ラ
く
ト
ナ
ル
ト
教
長
卿
ハ
注
セ
リ
ソ
ヨ
グ
ト
イ
フ
詞
ト
ゾ
オ
ボ
ユ
ル
0
③
正
月
ノ
卯
日
ハ
、
杖
ヲ
タ
テ
マ
ツ
ル
コ
レ
ヲ
シ
モ
ト
イ
フ
コ
レヲ結カツラトヨセテ、ヤガ山ノ名ヲ、マナフトキナク、タノシヨムリ。詞ニヤマト舞イエルハ、諸社祭ナドニ求子駿河舞ヲモトシテ、倭舞ト云事アリ。求子、スルガマヒナドハテ和琴笛、篳篥ナドハ、マタヤズシテ人ヲジメト次第ニカナヅルリ。神事ハ、クマヒタノシブヲ、ヨキコト・スルナリ。
教
長
卿
云
正
月
ノ
卯
日
ハ
杖
ヲ
タ
テ
マ
ツ
ル
コ
レ
ヲ
シ
モ
ト
、イフコレヲ結カツラトヨセテヤガ山ノ名ミマナクトキフタノシヨムリ詞ニヤマ舞イヘルハ諸社祭ナドニハ求子駿河舞ヲモトシテ倭云事アリ、求子スルガマヒナドハテ和琴笛篳篥タヤマズシテ人ヲハジメト次第ニカナヅルリ神事バカクマヒタノシフヲヨキコト・スルナリ
0
④
ノ
ボ
レ
バ
ク
ダ
ル
事
ツ
子
ノ
ゴ
ト
シ
。
此
河、
コ
ノ
ゴ
ロ
バ
、キクカハトゾ彼國人マウス。イニシヘノ名バカハリテミナイヘ。スダガハヲバ、トヒアフクマガハヲバ、アブトテオホワタリゾ申ヌル。ヨロヅノトコナヲ、カタヤウニイヘリ。コレラバ京ノ人ミタルハスクナシ。イムヤ、カドシロメサヌヲ、カツハキコシムタニクヤ
冒
ア
ヅ
マ
ウ
タ
ニ
ア
ラ
バ
セ
リ。
教
長
卿
云
ノ
ボ
レ
バ
ク
ダ
ル
事
ツ
子
ノ
ゴ
ト
シ
此
河
コ
ノ
コ
ロハキクカトゾ彼國人マウスイニシヘノ名リテミナイヘリスダガハヲバトビアフクマヲバアブクマトテオホワタリゾ申ヌルヨロヅノコロノナヲカタコトヤウニイヘリレラバ京人ミルハスクナシイムヤミドロメサヌヲカツキコシメサムタニカクヤマヅウアラバセリ
NO
藤
原
教
長
論
(西
村
)
八
七
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
八
八
以
上
、
④
の
①
か
ら
④
ま
で
の
両
者
の
注
を
見
る
と
、
顕
昭
が
教
長
の
注
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
③
の
「
ヤ
マ
ト
舞
」
の
注
が
詳
し
い
の
は
、
教
長
が
実
際
に
十
九
歳
か
ら
三
十
九
歳
の
問
に
数
度
舞
人
に
選
ば
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『後
撰
和
歌
集
校
本
と
研
究
』
研
究
編
の
「藤
原
教
長
年
譜
」
小
松
茂
美
編
(昭
和
三
十
六
年
刊
)
に
よ
る
と
以
下
の
記
事
が
み
え
る
。
西
紀
年
月
日
年
齢
記
事
N　-　.-　
大治
2
・
1
・
18・23
19
五
節
に
一
舞
の
舞
人
に
え
ら
ば
れ
る
(
長秋
記)賀茂臨時祭に一舞の人をつとめる(中右
記)
0c+　
大
治
5
・
3
・
16
2
石
清水
臨
時祭
に
舞
人
と
な
る
(
中
右
記)
脳
長
承
3
・
4
・
21
26
こ
の
年、
内
裏
に
お
け
る
舞御
覧
に
狛
光
貞
の
弟
子
と
し
て
抜
頭
の
曲
を
無㌘
つ
(
教
訓
抄)
M.-i
保
延
2
・
3
・
8
28
内
裏
の
舞
楽
に
抜
頭
を
舞
う
(
春
日
神
社
古
記
録
體
源
鈔)
脇
康
治
2
・
1
・
13
35
五
節
参
内、
舞
姫
を
献
ず
(
本
朝
世
紀)
聊
久
安
・
3
・
2
・
23
39
片
舞
に
あ
た
縦
舞
人
六
人
の
う
ち
にえ
ら
ば
れ
る
(
本
朝
世
紀)
脳
久
寿
元
・
1
・
17
46
五
節
御
前
議
に
あ
た
り舞
姫
装
束を
送
る
(台
記)
崇
徳
院
の
近
臣
と
し
て
、
教
長
は
宮
中
行
事
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
占
め
て
い
た
が
、
舞
い
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
注
に
そ
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
④
で
「
ス
ミ
ダ
ガ
ハ
」
等
、
川
に
関
す
る
注
が
み
え
て
い
る
。
「
コ
レ
ラ
バ
京
ノ
人
ミ
タ
ル
ハ
ス
ク
ナ
シ
。」
と
言
っ
て
い
る
が
、
教
長
は
保
元
の
乱
で
捕
ら
え
ら
れ
、
常
陸
国
に
流
さ
れ
る
。
保
元
元
年
、
八
月
三
日
、
時
に
教
長
四
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
の
道
中
に
、
隅
田
川
の
ほ
と
り
で
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
と
に
あ
た
り
て
あ
づ
ま
の
か
た
に
ま
か
り
け
る
に
、
お
ほ
い
な
る
か
は
の
ほ
と
り
に
ゆ
き
て
ひ
も
く
れ
が
た
に
、
わ
た
し
も
り
は
や
わ
た
ら
な
む
と
い
そ
が
せ
ば
、
い
と
も
の
が
な
し
く
て
ふ
ね
に
の
ら
ん
と
す
る
に
、
こ
の
か
は
を
ば
な
に
と
か
な
つ
く
る
と
と
ふ
に
、
こ
れ
な
む
す
み
だ
が
は
と
い
ふ
は
、
む
か
し
在
中
将
の
い
ざ
こ
と
と
は
む
や
み
や
こ
ど
り
と
よ
み
け
む
を
思
ひ
い
で
ら
れ
て
、
き
し
か
た
ゆ
く
す
ゑ
も
の
あ
は
れ
な
る
こ
と
か
ぎ
り
な
く
て
よ
め
る
す
み
だ
が
は
い
ま
も
な
が
れ
は
あ
り
な
が
ら
ま
た
み
や
こ
ど
り
あ
と
だ
に
も
な
し
(
貧
道
集
・
雑
歌
・
躅
)
「
ス
ミ
ダ
ガ
ハ
ヲ
バ
、
ス
ダ
ト
イ
ヒ
、
ア
ブ
ク
マ
、
ガ
ハ
ヲ
バ
ア
ブ
ク
マ
ト
テ
・…
:
ヨ
ロ
ヅ
ノ
ト
コ
ロ
ノ
ナ
ヲ
、
カ
タ
コ
ト
ノ
ヤ
ウ
ニ
イ
ヘ
リ
。
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
実
際
に
教
長
が
そ
の
地
に
行
っ
た
昔
の
経
験
か
ら
述
べ
て
い
る
事
で
、
単
な
る
机
上
の
知
識
を
述
べ
て
い
な
い
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
伺
え
る
。
⑧
教
長
註
顕
昭
註
歌番
号
O
ニ
ゴ
リ
ニ
シ
マ
ヌ
心
ハ
、
カ
ノ
ハ
チ
ス
ノ
ゴ
ト
ク
、
キヨキニ、カリノツユヲタマトミルアザムクハマコトニアラヌヲ、・ミ思フナリ。
…
…
カ
ノ
ハ
チ
ス
ノ
ゴ
ト
キ
ヨ
キ
コ
・
ロ
ニ
テ
ア
タ
ナ
ル
ツ
ユ
ヲ
タ
マトミルハマコニナラヌレバアザムクテ世教長卿ハ釈セリ或人ノマウシバベリハチス濁ニヌモテ又ノニテアルイカヲケツユバ人ハタマトミセザム
ク
ゾ
ト
ヨ
メ
ル
ニ
モ
ヤ
ア
ラ
ン
ト
云
云
両
義
ヨ
ク
く
コ
・
ロ
エ
ア
ハ
ス
ベ
シ
…
…
鵬
藤
原
教
長
論
(西
村
)
八
九
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
九
〇
ス
ベ
シ
…
…
⑥
コ
レ
ハ
、
ホ
ト
・
ギ
ス
ノ
ナ
ク
ヤ
ウ
ニ
、
モ
ノ
ヲ
モ
フトキハ、ネヲナク読メリ。エテウチマカセテ、ハ"ルトコロモナシル心ナリ。
教
長
卿
云
ヲ
リ
ハ
ヘ
テ
ト
ハ
ウ
チ
マ
カ
セ
テ
ハ
"
カ
ル
ト
コ
ロ
モ
ナ
シ
トセチナルコ・ロリ或人ハウヘテヲモマカトイヘリ清輔朝臣ハヲテト或物ニウチイフ事也
励
0
タ
ビ
ユ
ク
ニ
ハ
、
ヌ
サ
ヲ
モ
テ
、
ミ
チ
ノ
ホ
ト
リ
ノ
カミニ、タテマツルヲムケトイフナリ。ヌサトイフハ、五色ノキヌレナリ。ミカドキヌヲ一疋ヅ・ソメテ、大神宮以下ノタチニマツリノトキニタテラセヘ。コレヲバニギテトモイフナルベシ。サレ、ミヂノ
イ
ロ
く
ナ
ル
ハ
、
コ
ノ
又
サ
ニ
・
タ
ル
ヲ
、
チ
ル
ト
キ
ハ
、
タ
ム
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
ヲ
ホ
ユ
レ
バ
、
タ
ビ
ノ
コ
・チナン爪ル、トヨメリ。
…
…
教
長
卿
云
ヌ
サ
ト
イ
フ
ハ
五
色
ノ
キ
ヌ
ノ
キ
レ
ナ
リ
ミ
カ
ド
ハ
絹
ヲ一疋ヅ・染テ大神宮以下ノ達二祭時ハタマツラセヘリコレヲバニギテトモイフセタマヘ
ナ
ル
ベ
シ
サ
レ
バ
紅
葉
ノ
イ
ロ
く
ナ
ル
ハ
コ
ノ
ヌ
サ
ニ
似
タ
ル
ヲ
チ
ル
ト
キ
ハ
タ
ム
ク
ル
様
ニ
ヲ
ボ
ユ
レ
バ
旅
コ
・
チ
ス
ト
よ
め
る
也
或
人
云
タムクトハ掌ヲ合テ神二物献也或説ニ供云文字タ讀云々又饗ト文字ヲタムク又清輔朝臣云佛神二物タテマツルヲクムト手向心也……清輔が佛神二物タテマツルヲムクト云ハ僻事也ハ神ニカギルナリ
鵬
⑧
田
邑
ハ
、
文
徳
天
皇
ナ
リ。
斎
院
明
子
内
親
王
ヲ
、
ハ
・天アリナドイヒテ、改ムトシケル。ソ乃コト僻事ニテイフナリ(歌)ツ・ノクマキヤウ、ヨヲヒソラゴトヲイヒテ、クモノツ・カ爪ヤウニウシナハムト爪レドモ、アヤマリケバツヰニキエ爪トヨメリ。
教
長
卿
云
田
邑
ハ
文
徳
天
皇
ナ
リ
斎
院
明
子
内
親
王
ヲ
母
天
ア
リ
ナ
ド
イヒテ改メムトシケルナリ其事ガゴニイフ私云田邑山陵也明子内親王ハ淳和皇女母清原春右大臣夏野…歌ノコ・ロバ教長卿云月クマナキヤウニヨヲ人ソラゴトヲイヒテクモノ月カスヤウニシナハムレドアマリケレバカツヒニキエズトヨメナクハ云也
躅
⑨
ト
シ
ヲ
イ
タ
ル
ヲ
ン
ナ
ノ
ウ
タ
ナ
リ
。
イ
マ
ハ
カ
ク
オイニタレドモ、ワカリシムバオトコアヒテ、サカリヲホキトナ。
教
長
卿
云
ト
シ
ヲ
イ
タ
ル
女
ノ
歌
ナ
リ
イ
マ
ハ
カ
ク
オ
イ
ニ
タ
レ
ド
モ
ワカ、リシムバオトコニアヒテサヲホキナ顕昭云サカユクトハイフ調ナリマタ此歌男女ノ詠ダメガタシオトコノ歌ニテモイヘヲデラム、我カバトコニテサカヘソアリミヨメラムモタガハジ…レド女ノ歌トイヒテハマスコシ・キユ
謝
0
ク
レ
ナ
ヰ
ハ
、
イ
ロ
ノ
コ
キ
ヲ
バ
、
ブ
リ
デ
ト
イ
ヘ
リ。コレニツキテ、クナヰノブリデ・トヨミテ、コレニタモトノイロマサルヨメリ。イタクナケバ、ミダレヰニルトフコトノバベルユヘナリ。シカレ宝篋経ニモ、佛衆生ヲ、アナガチニハレビテ涕血ヲガ爪ト、・ケリ。切ナルコニハホモカクンヲハシマケル。
…
…
教
長
卿
云
イ
タ
ク
ナ
ケ
バ
ナ
ミ
ダ
汐
ル
サ
ヰ
ニ
ナ
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ノバベル故也然者宝篋経ニモ佛象生ヲ強アハレビテ涕血ナガスト説ケリ切ナル事ニハ佛モカクムオシマ私云次下同人歌ニモシラタマトミエ涙ノ紅ウツロフコヨメリ又哀傷部ニモ「チノナミタヲテソキツ」ト戀ニモ悲紅涙ヲナガス常事也…反考二宝篋印陀羅尼経一云、
鱧
羅鋳
謡讃
幾魂
騰鑾
期
錘轟
婆鱸
盤羅
流、
十
方
諸
佛
皆
同
観
視
悉
皆
流
レ
涙
云
々
鵬
⑪
イ
ロ
ノ
カ
ハ
リ
ユ
ク
ハ
、
ウ
ツ
ロ
ハ
ン
ト
爪
ル
カ
ト
ヨメリ。ウツロフハ、チナントテ爪ヨル
教
長
卿
云
イ
ロ
ノ
カ
ハ
リ
ユ
ク
ハ
ウ
ツ
ロ
ハ
ム
ト
ス
ル
カ
ト
ヨ
メ
リ私云ウツロフトイ詞サマ《丶ナリ萬葉歌「ムメカエニ
ナ
キテウツロフクヒスノハ子シタヘニアユキソル」是枝ニウツルヲロフトヨメリ又云「コノマツキカケヲ・シミタチヤスラフニサヨリ」又コノハウツロウトヨムハイロノツク心ナリ菊ニウフムカハルナリ然者コノサクラウツロフモ同心ベキニ「ハムトヤイロカハリユク」オナジコヲサ子テヘルモアヤシトテ此歌ノコ・ロハチルヲウツフヨメ歟イカハチラムトスルカヨメナリ下歌云「セノアタリヲヨキテフケコ・ロツカラヤウトミム」此歌モ風ニケテヨメリチルヲウツロフトカモコ・ヘベシ又「ヨシノカハキヤマフクセニソコケサヘウツロヒケリ」是モチヌルヲウツロフトイヒベシ山吹ナドハカハルナドイフベクモシ但オホロカヲヨメルトゾボユル詞ニモソノコ・ロアリ…
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⑤
は
教
長
と
清
輔
の
注
を
「両
儀
ヨ
ク
く
コ
・
ロ
エ
ア
ハ
ス
ベ
シ
」
と
二
人
を
参
照
し
て
い
る
。
⑥
も
教
長
と
或
人
と
清
輔
の
注
を
参
照
。
藤
原
教
長
論
(西
村
)
九
一
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
九
二
⑦
は
教
長
の
注
を
引
用
し
、
参
考
に
し
て
肯
定
し
て
い
る
が
、
清
輔
の
言
い
分
に
は
「如
何
」
と
否
定
。
⑧
は
教
長
の
詞
書
の
注
に
対
し
て
、
顕
昭
は
異
説
を
唱
え
て
い
る
が
、
和
歌
の
解
釈
に
対
し
て
は
教
長
の
注
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
顕
昭
自
身
の
注
は
な
い
。
⑨
は
教
長
の
注
を
否
定
し
な
い
が
、
「男
」
の
歌
と
も
「女
」
の
歌
と
も
と
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
教
長
の
い
う
「女
」
で
は
な
く
「男
」
の
方
が
い
い
の
で
は
と
取
っ
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
謝
番
の
歌
は
三
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
「男
山
」
を
詠
ん
だ
の
が
年
を
と
っ
た
女
と
す
る
も
の
は
教
長
の
み
で
あ
る
。衰
老
の
男
と
す
る
も
の
が
、
一
応
教
長
の
説
を
受
け
止
め
つ
つ
も
顕
昭
、
栄
雅
、
正
義
、
金
子
評
釈
、
窪
田
評
釈
、
岩
波
文
庫
等
。
ま
た
世
を
そ
む
き
遁
世
し
た
出
家
と
す
る
も
の
が
、
余
材
抄
に
あ
る
。
私
自
身
は
、
直
観
的
に
、
ま
ず
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
時
、
男
が
詠
ん
だ
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。
教
長
が
ど
う
し
て
、
女
の
歌
と
解
し
た
の
か
関
心
の
持
た
れ
る
所
で
あ
る
。
⑩
教
長
の
注
を
引
用
し
、
さ
ら
に
教
長
が
述
べ
た
宝
篋
経
の
さ
す
具
体
的
に
相
応
す
る
箇
所
を
顕
昭
は
経
典
よ
り
ひ
い
て
き
て
い
る
。
故
に
補
注
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
⑪
は
教
長
の
注
を
引
用
し
、
そ
の
後
「
ウ
ツ
ロ
フ
」
の
様
々
な
場
合
を
説
明
す
る
た
め
に
、
具
体
的
に
何
首
か
の
歌
を
出
し
て
、
そ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
局
、
教
長
の
注
し
た
よ
う
に
、
こ
の
歌
の
場
合
は
「チ
ル
ヲ
ウ
ツ
ロ
フ
ト
ヨ
メ
ル
カ
」
と
言
っ
て
い
る
。
教
長
が
端
的
に
言
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
顕
昭
は
そ
れ
に
至
る
課
程
を
、
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。
0
教
長
註
顕
昭
註
歌番
号
⑫
彼
本
ニ
ハ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
ト
ア
リ。
コ
レ
コ
ソ
イ
ヱ
ヅトニセンモ、イマ爪コシバカケアヒテキユレ。ツト・イフハ、ワガセンナリ。先起カキテハ、ツトニヲク九條右蒸相乃日中行事モヨメリ。シカレバ、コノハナヲ・モチテユキテ、マヅイヱノモトシ人ニミセンナルベシ。
教
長
卿
云
新
院
御
本
ニ
ハ
山
櫻
ト
ア
リ
コ
レ
コ
ソ
イ
ヘ
ヅ
ト
ニ
セ
ム
モ
イマスコシバカケアヒテキユレツトイフハワガセムナリ先起トカキテハツニヲク九條右蒸相ノ日中行事モヨメリシカレバコノ花ヲリモチユキテマヅ家物ト人ニミー
5
セ
ン
ト
ナ
ル
ベ
シ
顕
昭
云
此
歌
彼
御
本
ニ
モ
サ
ク
ラ
バ
ナ
ト
ア
リ
風
諸
本
二
山
サ
ク
ラ
ト
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
詞
二
山
ノ
サ
ク
ラ
ヲ
ミ
テ
ト
ア
レ
バ
同
事ナリ又ツト・ハ土産云事也萬葉ニモカケ田舎ナドイフハヰカノモヲツこ、丶テニヤコ人チラセムト云也…
先
起
ヲ
ツ
ト
ニ
ヲ
ク
ト
イ
ヘ
バ
マ
ヅ
家
ノ
物
ト
セ
ム
ト
釋
シ
ヨ
ラ
ル
・
オ
モ
ヒ
ガ
ケ
ヌ
事
也
…
…
⑬
ヤ
ヨ
ヤ
ハ
、
ハ
夜
ナ
リ
。
フ
ル
ク
ハ
、
ヒ
サ
シ
キ
コ
トニ、七日夜トイフヲセメテヨノ中二爪ミワビ又、コレニモ爪ギテヤヨトメリ。ホト・ギ爪ハシデノヤマリイヘバ、カコニアラン、テ・ハナドカクイへトヨメルナルベシ。イト"心ボソク、アハレナルウタリ
教
長
卿
云
ヤ
ヨ
ヤ
ハ
八
夜
ナ
リ
フ
ル
ク
ハ
ヒ
サ
シ
キ
コ
ト
ニ
七
日
七
夜
トイフヲセメテヨノナカニスミワビヌコレモギヤトメリコトヅテムハケ也郭公シデノ山イヘバカシコニアラムテ・ハナドクイヘトヨメルベ
團
ト
"
コ
・
ロ
ボ
ソ
ク
ア
ハ
レ
ナ
ル
ウ
タ
ナ
リ
清
輔
朝
臣
云
ヤ
ヨ
ヤ
マ
テ
トハヤシバマテナト云心也ヨリクルレウキノカニスミツビヌ山ヘイリナムコトヅテフ・ロソ
今
案
云
後
義
勝
歟
人
ヲ
ヨ
ブ
ト
テ
ヤ
ト
イ
フ
詞
ヲ
バ
ヤ
ヨ
ト
ヨ
メ
リ
八
夜
マ
テ
コ
ト
ヅ
テ
ム
ト
云
コ
ト
ハ
ゲ
ニ
ト
モ
キ
コ
エ
ズ
又
八
夜
ヲ
バ
ヤ
ヨ
ト
コ
ソ
イ
ハ
メ
ヤ
ヨ
マ
デ
ニ
ト
ハ
イ
ハ
ズ
シ
テ
ヤ
ヨ
ヤ
ト
イ
ヘ
ル
後
ノ
ヤ
文字コ・ロエラレズハベリヌ此歌在二猿丸集一其詞云アタナケル女ニモノヲイヒソメテタシゲナキコトフホド・ギスノナキケレバトアリ此詞ニツテ
藤
原
教
長
論
(西
村
)
九
三
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
九
四
⑭
野
ニ
モ
山
ニ
モ
、
マ
ド
フ
コ
・
ロ
ナ
レ
バ
、
イ
ヅ
コ
ヲイヅクトカ、ヨヲバハムメルナリ。
教
長
卿
云
野
ニ
モ
山
ニ
モ
マ
ド
フ
コ
・
ロ
ナ
レ
バ
イ
ヅ
コ
ヲ
イ
ヅ
ク
ト
カヨヲバイトハムメルナリ清輔云イヅクニカウキヨヲノガレテモスムベ野山ワカコ・ロハマドルトヨメリ
嬲
顕
昭
云
教
長
卿
ノ
義
ノ
コ
・
ロ
ニ
テ
ハ
イ
ヅ
ク
ニ
カ
ト
イ
フ
コ
ト
バ
カ
ナハズ又両義トモニ末句ノコ・ロイカ"キユ、タ"ヨヲバトハデ山野二心ヲマドシテコソアラメモヨルベ、ナレトイフハドブベシ云也
⑮
ウ
ケ
ク
ハ
、
ウ
キ
ニ
ト
イ
ヘ
ル
ナ
リ
、
サ
ム
ケ
ク
ナ
ド、イヘルガゴトシ。フクハ、カ・コバヅビモハベルナリ。コノニフレユキ、トクキユルヤウニ、セナムトリ。
教
長
卿
云
ウ
ケ
ク
ハ
ウ
キ
ニ
ト
イ
ヘ
ル
ナ
リ
サ
ム
ケ
ク
ナ
ド
イ
ヘ
ル
ガ
ゴトシ、フルクバカ・コヅビモハベナリノニレルユキハトクヤウニセナムリ
鰻
私
云
コ
ノ
ハ
ニ
フ
レ
ル
ユ
キ、
ト
ク
キ
ユ
ト
イ
ハ
ム
コ
ト
イ
カ
"
サ
ラ
バコズヱニフレルユキトゾイベ…
⑯
ミ
カ
ノ
ハ
ラ、
イ
ヅ
ミ
河
ハ
、
ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ
・
ハ
ベリ。ソノ河ポトニ、カセ山ハ・ベルヲヤガテカ・ルトコロノ名ドモ、バニツ"ケナセリ。フルキ哥ノマヒナベシ
教長
卿
云
ミ
カ
ノ
ハ
ラ、
イ
ヅ・、丶
カ
バ
、
イ
切
牝
ヤ
々
觚
大
和
國
ニ
ア
リ
云
々私云此三ケ處ハ皆山城國也甕原、桃河鹿背トカリ萬葉ニ
ハ
「泉
劃
鐸菟
ノ
水
ノ
タ
エ
ハ
コ
ソ
オ
ホ
ミ
ヤ
ト
コ
ロ
ウ
ツ
モ
リ
モ
ユ
カ
メ
」
「
三
日
原
フ
タ
イ
ノ
野
ヘ
ヲ
キ
ヨ
ミ
コ
ソ
オ
林
ミ
ヤ
ト
コ
ロ
サ
タ
メケラシモ」「ヲトメカウミクイフ鹿背山キノユレハミヤコトマリヌ」讃二久迩京一歌也田部福丸集出云ク
姻
⑰
カ
ギ
リ
ナ
キ
ハ
、
メ
デ
タ
キ
ト
イ
フ
。
カ
・
ル
キ
ミ
ガタメニ、ヲルハナイツトモワカ爪キカキハナリトイフ。
教
長
卿
云
カ
ギ
リ
ナ
キ
ハ
メ
デ
タ
キ
ト
イ
フ
カ
・
ル
キ
ミ
ガ
タ
メ
ニ
ヌ
ルハナイツトモワカズキリフ
躅
私
云
カ
ギ
リ
ナ
キ
ハ
キ
ハ
マ
リ
ナ
キ
也
無
窮
也
無
涯
也
メ
デ
タ
キ
ニ
カ
ギルベカラズキミガヨヲイハヒテモアリヌシ…
⑱
コ
ト
バ
ニ
、
メ
ノ
ヲ
ト
ウ
ト
ヲ
モ
テ、
ト
カ
ケ
ル
ハ
、ナリヒラガメノヲトウ、ニシタケルトノモへ、ウエキヌカハシケルナリ。タニ、ムラサキノイロコトハヨメル四位ノウヘキヌハ、ムカシラサニソメケリ。メモハルニト、イヘクサキノ
教
長
卿云
詞
ニ
メ
ノ
ヲ
ト
ウ
ト
ヲ
モ
テ
ト
カ
ケ
ル
ハ
業
平
力
妻
ノ
オ
ト
ウトヲメニシタリケル人ノ許ヘウキヌツカハ也歌ムラサキノイロコトハヨメル四位ウヘヌムカシムラサキニソメケリモハルトイヘバクノグヲフ草木ノメグミイヅルハヨロコビニセタリ四位ナドシケルヲカクヨメナベシ
嬲
グ
ム
ヨ
ウ
イ
フ
。
ク
サ
キ
ノ
メ
グ
ミ
イ
ヅ
ル
ハ
、
ヨ
ロ
コ
ビ
ニ
ヨ
セ
タ
リ
。
四
位
ナ
ド
シ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
カ
ク
ヨ
メ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
清
輔
朝
臣
云
コ
レ
ハ
メ
ノ
ハ
ラ
ナ
ル
女
ノ
許
ヘ
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
ヤ
ル
ト
テ
ヨ
メ
ル
歌
也
メ
モ
ハ
ル
ト
ハ
目
モ
遥
ニ
ト
イ
ヘ
ル
ナ
リ
女
ヲ
紫
ニ
ヨ
ソ
ヘ
テ
ム
ラ
サ
キ
ノ
ヒ
ト
モ
ト
ユ
ヘ
ニ
メ
モ
ハ
ル
カ
ニ
野
ニ
ミ
ユ
ル
ク
サ
キ
ノ
イ
ヅ
レ
ト
モ
ナ
ク
ム
ツ
マ
シ
キ
ヤ
ウ
ニ
コ
ノ
人
ヲ
思
コ
・
ロ
フ
カ
キ
ユ
ヘ
ニ
ハ
ル
ノ
ヤ
カ
ラ
マ
デ
思
ナ
ム
ス
テ
ラ
レ
又
ト
ヨ
メ
ル
也
伊
勢
物
語
云
ム
カ
シ
ヲ
ム
ナ
ハ
ラ
カ
ラ
フ
タ
リ
ア
リ
ケ
リ
ヒ
ト
リ
ハ
ア
テ
ナ
ル
オ
ト
コ
ヒ
ト
リ
ハ
イ
ヤ
シ
キ
オ
ト
コ
ノ
マ
ヅ
シ
キ
シ
タ
リ
イ
ヤ
シ
キ
オ
ト
コ
モ
タ
ル
ガ
シ
ハ
ス
ノ
ツ
ゴ
モ
リ
ニ
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
ヲ
ア
ラ
ヒ
テ
テ
ヅ
カ
ラ
ハ
リ
ケ
リ
コ
・
ロ
ザ
シ
ハ
イ
ダ
シ
ケ
レ
ド
マ
ダ
サ
ヤ
ゥ
ノ
ワ
ザ
モ
ナ
ラ
バ
ザ
リ
ケ
レ
バ
キ
ヌ
ノ
カ
タ
ヲ
ハ
リ
ヤ
リ
テ
ケ
リ
セ
ム
カ
タ
ナ
ク
テ
タ
、・
ナ
キ
ニ
ナ
キ
ケ
リ
コ
レ
ヲ
カ
ノ
ア
テ
ナ
ル
オ
ト
コ
キ
・
テ
イ
ト
コ
・
ロ
グ
ル
シ
カ
リ
ケ
レ
バ
イ
ト
キ
ヨ
ゲ
ナ
ル
ロ
ウ
サ
ウ
ノ
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
タ
"
カ
タ
ト
キ
ニ
ミ
イ
デ
テ
ヤ
ル
ト
テ
「
ム
ラ
サ
キ
ノ
イ
ロ
コ
キ
ト
キ
ハ
云
々
」
ム
サ
シ
ノ
・
コ
・
ロ
ナ
ル
ベ
シ
聾
鸛
物
顕
昭
云
清
輔
朝
臣
ガ
義
ニ
ツ
ク
ベ
シ
伊
勢
物
語
ノ
詞
ニ
カ
ナ
ヘ
リ
奥
ニ
モ
ム
サ
シ
ノ
・
コ
・
ロ
ナ
ル
ベ
シ
轤
吻
語
ト
イ
ヘ
ル
是
バ
カ
ミ
ニ
バ
ベ
ル
ム
ラ
サ
キ
ノ
ヒ
ト
モ
ト
ユ
ヘ
ニ
ト
イ
フ
歌
ノ
コ
・
ロ
ヲ
カ
ケ
ル
ナ
リ
ロ
ウ
サ
ウ
ノ
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
ヲ
ヤ
ル
ト
ア
レ
バ
六
位
ノ
袍
ナ
リ
四
位
ノ
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
ナ
レ
バ
ム
ラ
サ
キ
ト
ヨ
メ
ル
ト
イ
ヘ
ル
オ
ホ
キ
ニ
物
語
ノ
詞
ニ
タ
ガ
ヘ
リ
⑫
は
「山
桜
」
と
「サ
ク
ラ
バ
ナ
」
に
つ
い
て
、
教
長
の
注
が
お
か
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「諸
本
二
山
サ
ク
ラ
ト
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
元
永
本
、
筋
切
本
に
は
「山
櫻
」
と
あ
る
の
で
顕
昭
の
断
定
は
正
し
く
な
い
。
し
か
し
、
「
ツ
ト
」
の
語
釈
に
お
い
て
教
長
が
「
ワ
ガ
セ
ム
ト
ナ
リ
。
先
起
ト
カ
キ
テ
ハ
ツ
ト
ニ
オ
ク
」
と
あ
る
の
を
顕
昭
が
「
ツ
ト
・
ハ
土
産
ト
云
事
也
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
正
し
い
。
⑬
は
「ヤ
ヨ
ヤ
」
を
教
長
が
「八
夜
ナ
リ
」
と
解
し
た
の
に
対
し
、
顕
昭
は
清
輔
の
「
ヤ
ヨ
ヤ
マ
テ
ト
ハ
ヤ
シ
バ
シ
マ
テ
ト
云
心
也
」
と
ひ
き
合
い
に
出
し
、
そ
の
説
を
肯
定
し
、
教
長
の
注
を
否
定
。
そ
の
た
め
に
猿
丸
集
の
歌
も
ひ
き
、
説
明
。
栄
雅
も
寂
恵
も
教
長
の
注
藤
原
教
長
論
(西
村
)
九
五
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
九
六
に
同
じ
。
こ
こ
は
教
長
の
間
違
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
最
後
に
教
長
が
「イ
ト
ド
心
ホ
ソ
ク
ァ
ハ
レ
ナ
ル
歌
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
歌
の
詩
情
を
し
み
じ
み
深
く
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
教
長
の
言
葉
に
興
味
が
持
た
れ
る
。
⑭
は
「教
長
卿
ノ
義
ノ
コ
コ
ロ
ニ
テ
ハ
イ
ゾ
ク
ニ
カ
ト
イ
フ
コ
ト
バ
カ
ナ
ハ
ズ
」
と
否
定
し
、
更
に
清
輔
の
注
も
含
め
て
「両
義
ト
モ
ニ
未
句
ノ
コ
・
ロ
イ
カ
"
ト
キ
コ
ユ
」
と
重
ね
て
否
定
し
て
い
る
。
他
の
注
釈
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
微
妙
に
違
う
が
、
栄
雅
が
教
長
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
近
い
。
⑮
は
顕
昭
が
「
コ
ノ
ハ
ニ
フ
レ
ル
ユ
キ
、
ト
ク
キ
ユ
ト
イ
ハ
ム
コ
ト
イ
カ
"
サ
ラ
バ
コ
ズ
ヱ
ニ
フ
レ
ル
ユ
キ
ト
ゾ
イ
フ
ベ
キ
」
と
述
べ
て
い
る
。
顕
註
密
勘
、
寂
恵
、
両
度
聞
書
等
、
い
ず
れ
も
「木
の
は
に
ふ
れ
る
雪
」
と
解
し
、
教
長
の
注
と
同
じ
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
顕
昭
の
独
断
と
い
え
よ
う
か
。
⑯
は
地
名
の
所
在
場
所
が
教
長
と
顕
昭
と
で
は
異
な
る
。
「
ミ
カ
ノ
ハ
ラ
、
イ
ヅ
ミ
河
、
ヤ
マ
ト
ノ
ク
ニ
ニ
ハ
ベ
リ
」
と
教
長
が
注
し
て
い
る
の
に
対
し
て
「山
城
國
也
」
と
異
説
を
唱
え
て
い
る
。
同
時
に
万
葉
集
の
歌
も
提
出
し
、
そ
の
信
憑
性
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。⑰
は
「
カ
ギ
リ
ナ
キ
」
の
解
釈
を
、
教
長
が
「
メ
デ
タ
キ
」
と
注
し
て
い
る
の
に
対
し
顕
昭
は
「キ
ハ
マ
リ
ナ
キ
、
無
窮
也
」
と
異
説
を
述
べ
て
い
る
。
思
う
に
顕
昭
の
解
し
方
が
わ
か
り
や
す
い
が
、
教
長
は
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
だ
か
ら
「メ
デ
タ
キ
」
と
そ
の
奥
の
意
味
す
る
心
を
注
し
て
い
る
。
⑱
は
教
長
の
注
を
ひ
い
た
後
、
清
輔
の
非
常
に
詳
し
い
注
を
ひ
き
、
清
輔
ガ
義
ニ
ツ
ク
ベ
シ
、
伊
勢
物
語
ノ
詞
ニ
カ
ナ
ヘ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
教
長
が
「
四
位
ノ
ウ
ヘ
キ
ノ
キ
ヌ
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
対
し
、
「
ロ
ウ
サ
ウ
ノ
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
ヲ
ヤ
ル
ト
ア
レ
バ
六
位
ノ
袍
ナ
リ
四
位
ノ
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
ナ
レ
バ
ム
ラ
サ
キ
ト
ヨ
メ
ル
ト
イ
ヘ
ル
オ
ホ
キ
ニ
物
語
ノ
詞
ニ
タ
ガ
ヘ
リ
」
と
、
実
証
的
に
教
長
の
注
を
否
定
し
て
い
る
。
⑪
教
長
註
顕
昭
註
歌
番
号
⑲
ヲ
イ
ノ
コ
ン
ミ
チ
ニ
、
サ
ク
ラ
チ
リ
カ
ビ
マ
ガ
エ
ト、ヲイフセグ心ナリ。ミチマドガニハ、ウバカリトイフナ。コヲ爪テタラヌニクハエヲク、サダマレルナラヒリ。
教
長
卿
云
老
コ
ム
ミ
チ
ニ
サ
ク
ラ
チ
リ
カ
ビ
マ
ガ
ヘ
ト
云
ミ
チ
マ
ド
ウ
ガニトハマドブバカリ云也詞ヲステタラヌクエサダレルナラヒリ私云チリカフハルト事也ユクヲキイガゴシニトハガイフコバヲグシタルナリ…
跚
⑳
コ
ノ
ハ
ノ
、
フ
ユ
ハ
チ
ル
ヤ
ウ
ニ
、
フ
ミ
ノ
コ
ト
ノ
ハモ、・トノ子ニカヘシテムワガミブリハヲキドコロナシ、トリ
教
長
卿
云
コ
ノ
ハ
ノ
ブ
ユ
ハ
チ
ル
ヤ
ウ
ニ
フ
ミ
ノ
コ
ト
ノ
ハ
モ
・
ト
ノ
子ニカヘシテムワガミブリハオキドコロナト今案ニコノハ子カヘル・ロアラズトモタダフミヲヌシニカサムトヨコ・ロテモアリヌベシヤ
襴
⑳
コ
ヒ
ヲ
シ
テ
、
ワ
ビ
ヰ
タ
レ
ド
、
サ
リ
ト
テ
ハ
ト
テ、
ウ
教
長
卿
云
ウ
チ
ヌ
ル
ナ
カ
ト
ハ
夢
ノ
ウ
チ
ナ
リ私云ナカニユキヨフトイハメコ
ヒ
シ
キ
人
ノ
モ
ト
ヘ
ユ
ク
トミルヲニ人ガナカト云歟ユメノタ"ヂハ萬葉直道ケリウツ・ニハユキガタメヤスクミチト云也
驪
チ
フ
爪
ナ
リ。
ナ
カ
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
ウ
チ
ナ
リ。
ソ
レ
ニ
ミ
ユ
ル
ユ
メ
ニ
、
コ
ヒ
シ
キ
ヒ
ト
ニ
、
ア
フ
ト
ミ
ツ
ル
ヲ
、
ウ
ツ
、
ニ
ナ
レ
カ
シ
、
ト
ヨ
メ
ル
ナ
リ
。
ユ
キ
カ
ヨ
フ
、ユメノタ"ヂハ、カヨフトイヒヲキツレバシモニ、タ"ヂトイヘリ。フルキウカクノミコバヲツラ子、タハリユクコレガヨキヤウナルベシ。
⑲
は
老
い
ら
く
の
道
に
桜
の
花
が
舞
い
散
り
、
吹
雪
の
よ
う
に
道
を
か
き
消
し
て
い
る
幻
想
的
な
歌
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
と
し
て
は
教
長
の
注
の
方
が
顕
昭
の
注
よ
り
も
、
一
首
全
体
の
雰
囲
気
を
端
的
に
把
握
し
て
い
る
。
⑳
は
教
長
の
注
の
方
が
、
こ
の
歌
の
解
釈
に
際
し
、
顕
昭
の
注
に
比
し
て
、
一
種
の
余
情
が
感
じ
ら
れ
る
。
藤
原
教
長
論
(西
村
)
九
七
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
九
八
⑳
は
、
顕
昭
の
こ
れ
ま
で
の
例
に
な
く
、
教
長
の
注
全
体
を
引
用
せ
ず
、
そ
の
一
部
を
記
す
に
と
ど
め
、
顕
昭
な
り
の
注
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
両
者
の
説
に
そ
う
異
同
は
な
い
が
、
解
釈
の
仕
方
の
流
れ
に
、
教
長
の
方
が
詩
情
が
あ
る
。
以
上
教
長
と
顕
昭
の
注
釈
の
比
較
を
④
か
ら
⑪
ま
で
行
っ
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
④
で
み
た
よ
う
に
顕
昭
は
教
長
の
注
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
自
身
の
新
た
な
る
注
を
ほ
ど
こ
し
て
い
な
い
、
つ
ま
り
教
長
に
教
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
地
名
、
物
の
名
、
舞
い
な
ど
の
宮
中
行
事
は
教
長
の
体
験
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
得
意
な
分
野
で
あ
っ
た
と
伺
え
る
。
ま
た
⑧
で
み
た
よ
う
に
教
長
の
説
を
肯
定
し
、
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
深
め
広
げ
る
た
め
に
顕
昭
は
新
た
に
自
身
の
考
え
、
あ
る
い
は
補
注
を
加
え
て
い
く
。
つ
ま
り
、
教
長
の
注
を
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
六
条
家
歌
人
で
あ
る
義
兄
の
清
輔
の
説
に
対
し
て
、
否
定
す
る
時
も
度
々
あ
り
、
(教
長
の
注
の
肯
定
の
後
に
清
輔
の
注
を
否
定
す
る
)
そ
の
注
釈
的
態
度
は
客
観
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
次
の
◎
で
み
た
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
解
説
に
は
一
番
強
調
し
て
、
教
長
と
の
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
、
顕
昭
が
異
説
を
唱
え
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
教
長
が
端
的
に
注
釈
し
て
い
る
所
を
、
万
葉
集
等
、
他
の
歌
を
ひ
い
た
り
、
伊
勢
物
語
の
内
容
に
詳
し
く
言
及
し
た
り
、
語
釈
に
　　
　
お
い
て
も
て
い
ね
い
な
考
察
を
し
、
実
証
的
に
、
教
長
の
説
を
翻
え
し
て
い
る
。
決
し
て
顕
昭
は
「徹
底
的
に
批
難
し
た
り
」
「槍
玉
に
あ
げ
麗
」
と
い
う
感
情
的
態
度
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
冷
静
に
考
察
し
、
教
長
の
注
に
誤
謬
が
あ
る
場
合
は
訂
正
し
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
⑪
に
お
け
る
よ
う
に
、
両
者
の
注
の
内
容
に
大
き
な
違
い
は
な
い
も
の
の
、
教
長
の
注
の
方
が
端
的
で
あ
り
つ
つ
も
和
歌
の
解
釈
に
対
し
て
詩
情
が
み
ら
れ
、
む
し
ろ
、
教
長
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
長
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
歌
の
一
首
を
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
対
し
、
歌
学
者
で
あ
る
顕
昭
は
緻
密
に
探
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
態
度
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
細
部
に
注
視
す
る
の
余
り
、
全
体
に
詩
情
が
た
ち
の
ぼ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
両
者
の
比
較
を
試
み
た
結
果
言
え
る
こ
と
は
顕
昭
の
注
釈
的
態
度
の
一
番
大
き
な
特
徴
は
、
ま
ず
注
の
巻
頭
に
、
教
長
の
注
の
ほ
ぼ
全
文
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
、
も
し
清
輔
の
注
が
あ
れ
ば
そ
れ
も
引
用
し
、
そ
の
上
で
、
顕
昭
は
、
自
身
の
解
釈
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
④
か
ら
⑪
ま
で
の
肯
定
・
否
定
等
、
そ
の
内
容
に
違
い
は
あ
れ
、
顕
昭
に
と
っ
て
『古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
眼
前
に
藤
原
教
長
と
い
う
絶
対
に
無
視
し
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
者
の
注
釈
の
共
通
歌
(騰
首
)
全
般
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
定
家
は
顕
昭
の
注
を
大
い
に
参
考
に
し
て
、
『顕
注
密
勘
』
な
る
注
釈
書
を
著
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
定
家
は
顕
昭
の
注
説
に
対
し
か
な
り
肯
定
的
で
、
顕
昭
の
注
説
を
取
り
込
ん
で
い
る
箇
所
も
あ
る
。
そ
の
源
流
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
顕
昭
の
前
に
教
長
が
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
こ
の
顕
昭
の
教
長
に
対
す
る
態
度
の
重
味
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
『古
今
和
歌
集
註
』
に
お
け
る
教
長
の
和
歌
観
『古
今
和
歌
集
註
』
の
注
釈
の
言
葉
に
よ
り
、
教
長
の
和
歌
観
の
一
端
が
伺
え
る
も
の
を
以
下
探
っ
て
み
た
い
。
先
の
章
の
表
記
の
よ
う
に
、
次
に
表
に
示
し
て
み
る
。
*
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
藤
原
教
長
論
(西
村
)
九
九
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
一
〇
〇
教
長
註
歌
番
号
O
力
爪
ミ
タ
チ
コ
ノ
メ
モ
ハ
ル
ノ
ユ
キ
フ
レ
バ
ハ
ナ
・
キ
サ
ト
モ
ハ
ナ
ゾ
チ
リ
ケ
ル
(
紀貫
之)
9
ハ
ル
ヲ
ハ
、
キ
ノ
メ
ハ
ル
コ
ト
ナ
ル
ヲ
、
キ
ノ
メ
ト
モ
ハ
ル
ノ
ト
・
リ
テ
ユ
キ
ノ
フ
ル
ヲ
、
ハ
ナ
ト
ミ
テ
、
ハ
ナ
・
キ
サ
ト
ナレド、ハナノチルトヨメジヲワリカケアヘ。ウタ本イフベシホツラユキノアリサマニテ、カクハ・キトイヒヲナチルヨメタシ。…
②
人
ハ
イ
サ
心
モ
シ
ラ
爪
フ
ル
里
ハ
花
ゾ
昔
ノ
カ
ニ
・
ホ
ヒ
ケ
ル
(
貫
之
)
42
コ
ノ
ウ
タ
ニ
ハ
、
心
ミ
ナ
コ
ト
バ
ニ
ア
ラ
バ
レ
テ
、
カ
ク
レ
タ
ル
ト
コ
ロ
モ
ミ
エ
爪
。
コ
ト
バ
ニ
、
カ
ク
サ
ダ
カ
ニ
ナ
ン
ヤ
ドリハアル、トイエヒサシクキタラヌヲウミテガ爪ヤドヨメルナリ。マコトニシカアベキム
③
シ
ラ
雪
ノ
ト
コ
ロ
モ
ワ
カ
爪
ブ
リ
シ
ケ
バ
イ
ハ
ホ
ニ
モ
サ
ク
ハ
ナ
ト
コ
ソ
ミ
レ
(
紀
秋
岑)
謝
ユ
キ
ノ
ア
マ
子
ク
フ
ル
ニ
ハ
、
ウ
ゴ
キ
ナ
キ
イ
ハ
ホ
ニ
ハ
、
ア
ダ
ナ
ル
ハ
ナ
ノ
サ
ク
、
ト
ヨ
メ
リ
。
ウ
タ
バ
カ
ク、
ア
ル
マ
ジキコトモ、アリナドイエルヲ風情ハフベシ。
④
ワ
ガ
マ
タ
ヌ
ト
シ
ハ
キ
ヌ
レ
ド
ブ
ユ
グ
サ
ノ
カ
レ
ニ
シ
人
ハ
ヲ
ト
ヅ
レ
モ
セ
爪
(
八
河
内
躬
恒)
鵬
ト
シ
ノ
ク
レ
ハ
、
マ
タ
子
ド
キ
ヌ
ル
ニ
、
フ
エ
ク
サ
乃
ヤ
ウ
ニ
、
カ
レ
ニ
シ
人
ハ
、
カ
エ
リ
キ
タ
ラ
爪、
ト
ナ
ゲ
キ
ヨ
メ
リ。カクモノニタグエテヒトヲヨメル、ウナラリ。
0
フ
タ
ツ
ナ
キ
モ
ノ
ト
ヲ
モ
ヒ
シ
ヲ
ミ
ナ
ゾ
コ
ニ
ヤ
マ
ノ
ハ
ラ
ナ
デ
イ
ヅ
ル
ツ
キ
カ
ゲ
(
紀
貫
之)
跚
ヤ
マ
ノ
ハ
ニ
、
ツ
キ
ハ
イ
ヅ
ト
ヲ
モ
フ
ニ
、
ミ
ヅ
ノ
ソ
コ
ヨ
リ
モ
イ
ヅ
ル
ハ
、
フ
タ
ツ
月
ノ
ア
ル
カ
、
ト
ウ
タ
ガ
ヘ
ル
ナ
リ。文章ノナラヒ、カクゴトシ。
⑥
チ
ル
ト
ミ
テ
ア
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
ウ
メ
ノ
花
ウ
タ
テ
ニ
ホ
イ
ノ
ソ
デ
ニ
ト
マ
レ
ル
(
素
性)
47
コ
ノ
ウ
タ、
詞
ツ
"
ヤ
カ
ニ
、
心
ヒ
ロ
キ
哥
ナ
リ
。
ウ
タ
テ
ト
イ
フ
コ
ト
バ
ニ
ヨ
ロ
ヅ
コ
モ
レ
リ
…
…
O
ア
キ
ノ
ヨ
ハ
ナ
ノ
ミ
ナ
リ
ケ
リ
ア
フ
ト
イ
ヘ
バ
コ
ト
ゾ
ト
モ
ナ
ク
ア
ケ
ヌ
ル
モ
ノ
ヲ
(
お
の
の
こ
ま
ち)
鰯
古
今
ノ
戀
哥
ノ
ナ
カ
ニ
ハ
、
コ
レ
ヲ
規
模
ノ
コ
ト
・
爪
ル
ナ
リ
。
後
撰
ニ
ハ
定
文
ガ
ワ
ガ
・
子
ゴ
ト
ノ
ト
ヨ
メ
ル、
コ
レ
ナ
ン両集ノ戀哥マナコリケル。
①
は
貫
之
の
歌
で
、
教
長
は
「
ウ
タ
ノ
本
ト
イ
フ
ベ
シ
。
ヲ
ホ
カ
タ
、
ツ
ラ
ユ
キ
ノ
ノ
ウ
タ
ノ
ア
リ
サ
マ
ニ
テ
、
カ
ク
ハ
ナ
、
キ
サ
ト
ニ
ト
イ
ヒ
ヲ
キ
テ
、
ハ
ナ
チ
ル
ト
ヨ
メ
ル
、
タ
シ
カ
ニ
ョ
メ
ル
」
と
絶
讃
し
て
い
る
。
実
際
に
は
な
い
事
を
言
葉
で
確
か
め
る
こ
と
に
よ
り
、
「花
な
き
里
」
に
花
の
残
像
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
そ
の
上
に
「
花
ぞ
散
り
け
る
」
と
続
け
る
の
で
、
幻
想
の
上
で
の
花
が
散
る
。
定
家
の
「
見
渡
せ
ば
花
も
も
み
ち
も
な
か
り
け
り
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
暮
」
(
秋
上
・
跚
・
新
古
今
)
の
上
三
句
も
、
こ
の
貫
之
の
歌
と
同
じ
技
法
で
、
「
花
」
も
「
紅
葉
」
も
眼
前
に
幻
想
的
に
目
に
浮
か
ぶ
。
教
長
が
「
ウ
タ
ノ
本
ト
イ
フ
ベ
シ
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
言
葉
で
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
、
歌
の
世
界
が
豊
か
に
そ
こ
に
構
築
さ
れ
る
。
そ
こ
に
和
歌
の
命
も
あ
る
。
教
長
は
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
お
さ
え
て
「
ウ
タ
ノ
モ
ト
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
②
は
「
心
ミ
ナ
コ
ト
バ
ニ
ア
ラ
バ
レ
テ
、
カ
ク
レ
タ
ル
ト
コ
ロ
モ
ミ
エ
爪
、
コ
ト
バ
ニ
、
カ
ク
サ
ダ
カ
ニ
ナ
ン
ヤ
ド
リ
ハ
ア
ル
ト
イ
エ
ル
」
と
、
①
と
同
じ
く
、
や
は
り
貫
之
の
歌
で
あ
る
。
人
の
心
は
昔
と
変
わ
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
知
り
よ
う
も
な
い
が
、
昔
な
じ
み
の
土
地
は
梅
の
花
が
昔
と
変
わ
ら
ず
香
っ
て
い
る
…
…
と
い
う
歌
で
、
「
人
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
対
比
さ
せ
て
、
人
の
心
の
変
わ
り
や
す
さ
を
述
べ
て
い
る
。
「
心
ミ
ナ
コ
ト
バ
ニ
ア
ラ
バ
レ
タ
ル
」
と
こ
ろ
を
教
長
は
評
価
し
て
い
る
。
③
は
雪
を
巖
に
咲
く
花
と
見
立
て
る
。
理
知
的
な
歌
で
、
「
ア
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
モ
、
ア
リ
ナ
ド
イ
エ
ル
ヲ
、
風
情
ト
ハ
イ
フ
ナ
ル
ベ
シ
。
」
と
教
長
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
い
う
詠
風
の
歌
は
古
今
和
歌
集
に
多
い
。
④
は
「
モ
ノ
ニ
タ
グ
エ
テ
ヒ
ト
ヲ
モ
ヨ
メ
ル
、
ウ
タ
ノ
ナ
ラ
ヒ
ナ
リ
」
と
、
景
と
人
と
の
一
体
化
、
景
色
と
心
の
描
く
思
い
と
が
オ
ー
や
ま
と
う
た
よ
う
つ
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
、
和
歌
が
詠
み
あ
げ
ら
れ
る
そ
の
根
本
的
動
機
を
述
べ
て
い
る
。
仮
名
序
に
「
和
歌
は
人
の
心
を
種
と
し
て
、
万
の
こ
と
わ
ざ
言
の
葉
と
そ
な
れ
り
け
る
。
世
の
中
に
あ
る
人
、
事
・
業
し
げ
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
事
を
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
つ
け
て
、
言
い
だ
せ
る
な
り
」
に
通
じ
よ
う
。
藤
原
教
長
論
(西
村
)
一
〇
一
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
一
〇
二
⑤
は
山
の
端
か
ら
出
た
月
と
、
眼
前
の
池
底
に
見
え
る
月
と
を
同
時
に
見
て
い
る
趣
向
の
面
白
さ
が
あ
り
、
同
時
に
一
種
の
幻
想
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
教
長
も
「文
章
ノ
ナ
ラ
ヒ
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
」
と
言
っ
て
い
る
。
①
の
歌
と
同
じ
く
貫
之
の
歌
で
あ
る
。
⑥
は
「詞
ツ
.・
ヤ
カ
ニ
、
心
ヒ
ロ
キ
哥
ナ
リ
。
ウ
タ
テ
ト
イ
フ
コ
ト
バ
ニ
、
ヨ
ロ
ヅ
コ
モ
レ
リ
」
と
注
の
冒
頭
で
述
べ
、
以
下
、
「ウ
タ
テ
」
の
語
釈
を
詳
し
く
解
説
。
そ
し
て
、
最
後
に
不
空
羂
索
一
巻
の
経
の
利
益
の
不
思
議
を
香
に
ち
な
ん
で
述
べ
、
そ
の
後
「然
則
以
和
歌
戯
論
之
奇
語
、
翻
盍
爲
菩
提
涅
盤
之
良
縁
。
状
乎
大
日
周
遍
之
戒
香
者
、
一
春
梅
花
之
芬
芳
也
。
一
色
一
香
無
非
中
道
之
故
、
豈
此
議
違
哉
」
と
結
ん
で
い
る
。
『不
空
羂
索
経
』
は
密
教
経
典
で
、
御
室
や
高
野
山
に
、
出
家
後
遁
世
し
て
い
た
教
長
の
精
神
生
活
の
反
映
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
こ
の
時
代
の
歌
道
と
仏
道
と
を
結
び
つ
け
る
平
安
貴
族
達
が
庶
機
し
た
「狂
言
綺
語
の
誤
り
を
も
っ
て
翻
し
て
當
来
世
々
の
因
、
轉
法
輪
の
縁
と
せ
む
」
し
た
思
想
も
「和
歌
戯
論
之
奇
語
、
翻
盍
爲
菩
提
涅
盤
之
良
縁
」
と
い
う
言
葉
で
述
べ
、
,教
長
の
和
歌
と
人
生
と
の
関
係
が
、
そ
の
決
意
が
伺
え
よ
う
。
梅
の
香
か
ら
、
こ
こ
ま
で
深
い
世
界
に
思
索
を
め
ぐ
ら
す
教
長
の
一
面
に
、
興
味
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
⑦
の
小
町
の
「秋
の
夜
も
名
の
み
な
り
け
り
あ
ふ
と
い
へ
ば
事
ぞ
と
も
な
く
あ
け
ぬ
る
も
の
を
」
は
恋
三
に
入
っ
て
お
り
、
最
も
恋
が
高
ま
っ
た
恋
人
達
の
熱
い
心
情
を
う
た
っ
て
い
る
。
秋
の
夜
を
長
い
と
感
じ
る
の
は
一
人
佗
し
く
過
す
境
遇
に
あ
る
者
で
、
恋
一
、
恋
四
、
恋
五
に
詠
ま
れ
て
い
る
範
疇
に
あ
る
。
恋
三
に
あ
る
者
は
小
町
の
こ
の
歌
の
感
慨
に
ふ
け
る
の
は
自
然
で
、
教
長
自
身
、
こ
の
⑦
を
「戀
哥
ノ
マ
ナ
コ
ナ
リ
ケ
リ
」
と
確
信
し
て
い
る
の
が
伺
え
て
、
彼
の
恋
歌
観
と
い
う
も
の
の
反
映
が
み
え
る
。
以
上
、
教
長
の
何
ら
か
の
和
歌
観
を
知
る
手
立
て
と
な
る
①
か
ら
⑦
を
み
た
結
果
、
ま
ず
貫
之
の
歌
が
三
首
も
あ
る
こ
と
に
、
教
長
の
和
歌
に
対
す
る
根
本
的
受
容
態
度
を
は
か
る
一
つ
の
基
本
が
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
「
ウ
タ
ノ
本
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
教
長
の
『古
今
和
歌
集
註
』
の
中
で
一
番
多
く
そ
の
歌
を
取
り
あ
げ
て
い
る
の
は
貫
之
で
、
二
六
首
に
の
ぼ
る
。
と
こ
ろ
で
、
俊
成
は
『正
治
承
状
』
で
教
長
の
こ
と
を
源
氏
み
ざ
る
歌
よ
み
と
批
難
し
て
い
る
が
、
俊
成
が
同
じ
貫
之
の
歌
の
中
で
、
ど
れ
を
庶
機
し
て
い
た
か
を
み
て
み
た
い
。
『古
来
風
体
抄
』
に
よ
る
と
、
む
す
ぶ
手
の
し
つ
く
に
に
ご
る
山
の
井
の
あ
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
(40
)
こ
の
歌
、
む
す
ぶ
手
の
と
お
け
る
よ
り
、
し
つ
く
に
に
ご
る
山
の
井
の
と
い
ひ
て
、
あ
か
で
も
な
ど
い
へ
る
、
お
ほ
か
た
す
べ
て
言
葉
こ
と
の
は
の
つ
づ
き
姿
心
か
ぎ
り
な
く
侍
る
な
る
べ
し
。
歌
の
本
体
は
た
だ
の
こ
の
歌
な
る
べ
し
俊
成
は
「歌
の
本
体
は
た
だ
こ
の
歌
な
る
べ
し
」
と
言
い
き
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
跋
に
お
け
る
判
詞
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
お
ほ
か
た
歌
は
必
ず
し
も
を
か
し
き
よ
し
を
い
ひ
、
事
の
こ
と
わ
り
を
言
ひ
き
ら
む
と
せ
ざ
れ
ど
も
、
も
と
よ
り
詠
歌
と
い
ひ
て
、
た
だ
よ
み
あ
げ
た
る
に
も
打
ち
な
が
め
た
る
に
も
、何
と
な
く
艶
に
も
幽
玄
に
も
き
こ
ゆ
る
こ
と
の
あ
る
べ
し
。
よ
き
歌
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
そ
の
詞
姿
の
ほ
か
に
景
気
の
添
ひ
た
る
や
う
な
る
こ
と
と
あ
る
。
谷
山
茂
氏
の
「俊
成
の
貫
之
受
容
の
態
度
」
(「国
語
と
国
文
学
」
S
35
年
6
月
号
)
に
よ
る
と
、
俊
成
が
こ
の
歌
か
ら
学
び
と
ろ
う
と
し
た
の
は
、
内
容
的
な
面
で
は
、
知
的
趣
向
的
な
も
の
で
な
く
て
、
む
し
ろ
感
情
的
情
趣
的
な
も
の
で
あ
る
。
…
…
貫
之
一
般
の
歌
風
が
「貫
之
が
歌
な
ど
の
や
う
に
た
し
か
に
」
(顕
昭
古
今
集
註
)
と
か
「貫
之
、
歌
の
心
た
く
み
に
、
た
け
及
び
が
た
く
、
こ
と
ば
強
く
姿
お
も
し
ろ
き
様
を
好
み
て
、
余
情
妖
艶
の
体
を
詠
ま
ず
(近
代
秀
歌
)
と
い
う
ふ
う
に
割
切
れ
る
も
の
な
ら
ば
、
む
し
ろ
公
任
の
推
賞
し
た
「さ
く
ら
散
る
木
の
し
た
風
は
寒
か
ら
で
空
に
し
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
ふ
り
け
る
」
の
ほ
う
が
適
当
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
い
う
意
味
で
は
公
任
こ
そ
貫
之
の
正
統
的
継
承
者
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「桜
ち
る
」
の
歌
は
、
趣
向
も
巧
み
に
お
も
し
ろ
く
、
詞
つ
か
い
も
し
っ
か
り
と
詠
み
す
え
ら
れ
て
い
て
、
い
か
に
も
「た
し
か
」
な
詠
み
ぶ
り
で
あ
り
、
「
余
情
妖
艶
の
体
」
で
藤
原
教
長
論
(西
村
)
一
〇
三
佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
第
二
十
四
號
(
一
九
九
六
年
三
月
)
一
〇
四
は
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
俊
成
が
こ
の
歌
を
貫
之
の
第
一
秀
歌
と
認
め
た
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
俊
成
が
貫
之
的
伝
統
を
む
し
ろ
余
情
妖
艶
の
側
に
近
づ
け
な
が
ら
、
主
体
的
に
受
容
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
示
唆
に
富
ん
だ
指
摘
が
あ
る
。
教
長
は
、
俊
成
の
庶
機
し
た
歌
と
は
違
い
、
む
し
ろ
公
任
に
近
い
「心
ミ
ナ
コ
ト
バ
ニ
ア
ラ
バ
レ
タ
ル
」
歌
、
理
知
的
な
歌
、
趣
向
の
面
白
い
歌
を
評
価
し
て
い
る
。
教
長
や
俊
成
が
生
き
た
平
安
末
期
は
「古
今
集
こ
そ
は
歌
の
も
と
と
仰
ぐ
べ
き
」
(御
裳
濯
川
歌
合
判
詞
)、
「
歌
の
本
体
に
は
、
た
だ
古
今
集
を
仰
ぎ
信
ず
べ
き
こ
と
な
り
」
(古
来
風
体
抄
)
と
、
そ
の
古
今
集
を
宗
と
す
る
こ
と
は
絶
対
的
な
時
代
の
空
気
が
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
受
容
態
度
が
、
俊
成
的
な
余
情
妖
艶
の
流
れ
と
、
教
長
は
じ
め
六
条
家
の
庶
機
す
る
流
れ
と
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
・つ
。
結
び
ま
ず
、
教
長
の
『古
今
和
歌
集
註
』
の
抄
出
歌
を
従
来
は
二
百
二
十
余
首
と
さ
れ
て
い
た
が
、
古
典
全
集
本
に
よ
り
判
明
す
る
和
歌
を
教
え
て
み
る
と
、
私
の
調
査
で
は
三
百
十
八
首
と
な
り
、
百
首
ほ
ど
多
く
な
る
の
が
一
点
で
あ
る
。
次
に
顕
昭
と
の
共
通
歌
を
表
に
示
し
、
そ
の
上
で
両
者
の
注
釈
を
具
体
的
に
試
み
た
結
果
、多
く
の
先
学
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
説
に
は
、
こ
ぞ
っ
て
か
た
よ
り
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
第
二
点
。
必
ず
し
も
「
顕
昭
は
教
長
を
徹
底
的
に
批
難
し
て
い
範
」
と
は
い
え
な
い
。
も
っ
と
謙
虚
に
顕
昭
は
教
長
の
注
を
引
用
し
、
肯
定
す
べ
き
箇
所
は
そ
の
ま
ま
丸
ご
と
自
ら
の
説
と
同
化
さ
せ
、
否
定
す
べ
き
箇
所
も
実
証
的
に
そ
の
過
程
を
み
せ
、
く
つ
が
え
し
て
い
る
。
ま
た
時
と
し
て
教
長
の
注
の
方
が
正
し
く
、
詩
情
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
顕
昭
は
共
通
歌
の
場
合
、
そ
の
冒
頭
に
教
長
の
注
の
ほ
ぼ
全
文
を
ひ
き
、
そ
の
上
で
自
ら
の
説
を
肯
定
に
し
ろ
否
定
に
し
ろ
述
べ
て
い
る
。
顕
昭
に
と
っ
て
教
長
が
如
何
に
無
視
し
え
な
い
存
在
で
あ
っ
た
か
が
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
も
伺
え
る
。
最
後
に
、
『古
今
和
歌
集
註
』
の
注
の
言
葉
に
よ
り
教
長
の
和
歌
観
が
伺
え
る
も
の
を
幾
つ
か
み
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
紀
貫
之
の
和
歌
を
評
価
す
る
教
長
の
姿
勢
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
最
も
『古
今
和
歌
集
』
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
教
長
は
知
的
趣
向
的
な
歌
、
「心
ミ
ナ
コ
ト
バ
ニ
ア
ラ
バ
レ
タ
ル
」
歌
を
庶
機
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
教
長
は
保
元
の
乱
で
崇
徳
院
側
に
一
途
に
つ
き
、
見
返
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
罪
に
問
わ
れ
、
常
陸
に
流
さ
れ
、
そ
の
後
は
出
家
生
活
を
送
る
。
自
身
の
信
念
、
真
情
を
貫
き
、
時
の
権
力
に
自
在
に
お
も
ね
る
世
渡
り
の
術
を
否
定
し
、
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
て
い
く
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
直
情
的
で
一
筋
の
人
で
あ
り
、
俊
成
の
生
き
方
と
対
称
的
で
あ
る
。
そ
の
生
き
様
が
庶
機
す
る
詠
風
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
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